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はじめに

本稿では現在岩手県内の国公立中学校で使用されている教科書M WmORIZION

EDgRsLCozzTSd2006東京書籍)の1年生から3年生用を使用して教科書の上での

発音指導の扱われ方について現状把握を行うことを目的とする｡

1.中学校学習指導要蘭における発音指導の位置づけ

文部科学省で定める中学校学習指導要額 (平成10年12月告示.,15年12月-

-部改正)の第2章各教科､第9節外国語､第2各言語の目標及び内容等で以下の

ように目標を提示し､続けて内容､語 材料を述べている｡本稿では中学校英語

教科書に見る音声指導についてみて行くことを目的とするため､｢話すこと｣のみ

に焦点を当て､以下に指導要領から抜粋したものを記した｡

ボックス1

1 目標∴

(中略)

(2)英語で話すことに慣れ親しみ,初歩的な英語を用いて自分の考えなど話すこ

とができるようにする｡

(中略)

2内容

.(1)言語活動
英語を理解し,英語で表現する能力を養うため,次の言語活動を3学年間を通

して行わせる｡

(中略)

イ 話すこと

主として次の事項について指導する｡

(ア)強勢,イントネーション,区切りなど基本的な英語の音声の特徴に慣れ,正

しく発音すること｡

(イ)自分の考えや気持ちなどが聞き手に正しく伝わるように静すこと｡

(ウ)聞いたり読んだりしたことについて,問答したり意見を述べ合ったりするこ

と｡
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(ェ)っなぎ言葉を用いるなどいろいろな工夫をして話が続くように話すこと｡

(中略)

(3)言語材料
(1)の言語活動は,以下に示す言語材料のうちから,1の目標を達成するのにふ

さわしいものを適宜用いて行わせる｡

ア 音声

(ア)現代の標準的な発音

(イ)語と語の連結による音変化

(ウ)語,句,文における基本的な強勢

(ェ)文における基本的なイントネーション

(オ)文における基本的な区切り

ここでは､英語の音声的特徴を学習し､実際の会話の場面で運用するために様々

な目標が掲げられている｡

2.教科書における音声指導の順序 ･分野の分析

2.0はじめに

ここでは今現在､教科書の中でどのように音声事項が扱われているのか､分野･

順序の視点から見ていくことにする｡教科書の中で記されている音声指導内容に

ついては1年生から3年生分全てを付録に掲載した｡この章では1年生で扱われ

ている音声指導内容を分析していく｡

2.1m HORmONEim a比r細 ou 東京書籍)における発音指導の位置づ
汁

.w WHORTZONEDghbaozLE:Sd2006東京書籍o以下､教科書)では各学年共
通して､教科書のページ下に付属的に特に注意すべき発音が取り上げられている｡

その際に､なんらかの形で2つの種類の対を作って載せられている｡それらの対

については2.2以降で1年生の実例を用いて分析を進めていく｡

2.2順番

2.2.0はじめに

ここでは､1年生の教科書の中で実際に用いられている音声指導内容をもとに､

どのような順番で音声指導が進められていくのかを見ていくことにする｡
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2.2.1実例

教科書に記載されている発音事項についてまず､学年別に抜き出し､音声学的

な観点からどのような事項で対を作っているかを見ていった｡ボックス2は1年

生の教科書で扱われている音声事項を一覧表にしたものである｡これをもとに､

2.2.1.1以降でどのような基準で対が作られているのかを一つ一つ見ていくこと

にする｡

ボックス2

NEWHORISON中1

Unit2

1 big,it

2 school,tw

3 six,is

thit3

4 have,Ann

Ubi]地

5 ve町,have

6 how,now

7 thank,

thirteen

U血itS

gO,nO

9 right,血

Uhit6

10 8ister

tJhit7

11 who

u meet,Green B=]

h:] good

li] ten

k] not,want

M but

laul know

la] this,that

bu] do

lr] like,large

lsi] see lsi:] She Ui:]

h] what,which lh]
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12 eachread

tJhit8

13 cap,cat

14 m e,nla

tJhit9

15 8nOW,know

16 100k,e00k

17 鮎t,丘Ⅶ

Uhit10

18 can

19 血ose,phone

20 fir8t,fird

Ubitl1

21 dear

22 got,lot

li:] weather

la3] under,lunch l̂]

ld minute

lou] Walk,talk

ld aRernoon

I-.1] ve町,move

ln] jam

lou] whose

ら:r] cu,park

bL] chair leaL]

lcJ] cone,mOnth [̂]

以下､説明を進めていく中でボックス2の表の左側を列のとし､また､右側を列

(イ)とするo例外としてボックス2の10と18では3つの例が取り上げられ七い

るため最後の例を(ウ)とするOまた､本稿では音声の違いを表すた中位調音点､調

音様式といった用語を用いることとする｡調音点とは発音時の舌の位置を表し､

調音様式とは発音時の調音方法のことである｡これらの違いはIFAに従い､分析

を進めている｡

2.2.1.1 1.big,itu meet,G托enBJ

1(7)は狭舌･前舌の短母音､1(イ)は狭舌一前舌の長母音であり､短母音と長母音の

違いについて対にしている｡

2.2.1.2 2.8dhol,t00 ld gd lul
2(7)は狭舌-後舌の長母音､2(1)は狭舌･後舌の短母音であり､長母音と短母音の

違いについて対にしている｡
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2.2.1.33.Bix,iBu tenle]

3のは狭舌･前舌の短母音､3(イ)は狭･中舌･前舌であり､舌の位置の違いについ

て対にしている｡

2･2･1･4 4血ve,Am lzEt] not,Wa血 h]

4のは広舌-前舌の短母音､4(イ)は広舌･後舌の短母音であり､調音点の違いにつ

いて対にしている｡

2･2･1･5 5.very,have lv] but lb]

5(7)は有声･唇歯･摩擦音､5(J)は有声･両唇･破裂音であり､つづりが同じで発音

が異なるものを対にしている｡

2･2･116 6.how,now lad know loq]

6(7)(J)の両方とも二重母音であり､つづりが同じで発音がことなるものを対に
している｡

2･2･1･7 7.thank,thirteen le] this,tht lb]

7(7)は無声･歯･摩擦音､7(J)は有声･歯･摩擦音であり､有声音と無声音の違いに

っいて対にしている｡

2･2･1･8 8.gD,nO lou】 do lu:]

8のは二重母音であり､8(イ)は狭計 後舌の長母音であり､二重母音.と短母音の

違いについて対にしている｡

2･2･1･9 9Jight,rim hl like,large D]

9のは有声･歯茎･接近音､9(イ)は有声･歯茎･側面接近音であり､調音様式の違い

について対にしている｡

2･211･10 10.Sister h] 艶e hi=] Bhe Ui:]

10については日本語の｢シ｣の発音にあたるものの3つの違いを対にしている｡
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2･2･1･11 11.血 Di] what,wbi血 Lbw]

ll(7)は有声･歯茎･摩擦音､ll(J)は無声･声門･摩擦音+有声唇･軟口蓋接近音であ

り､つづりが同じで発音がことなるものを対にしている｡

2･2･1･12 12.飽 血 ,read 仁.:】 weather le]

12(7)は狭舌･前舌の長母音､3(j)は狭･中舌-前舌であり､つづりが同じで発音が

ことなるものを対にしている｡

2･2･1･13 13.cap,cat lzEt] under,hn血 h1

13(7)は広舌一前舌の短母音､13(J)は広舌-後舌の短母音であり､調音点の違いに

ついて対にしている｡

2･211･14 14.nine,nia lai] minute B]

14のは二重母音､14(イ)は狭-前舌の短母音であり､二重母音と短母音の違いに

ついて対にしている｡

2･2･1115 15.Snow,lmow lou] W牝 tak ら:1

15(7)は二重母音､15(/)は広舌-後舌の長母音であり､二重母音と長母音の違い

について対にしている｡

2･2･1･16 16.1∝屯∞止 ld aRem∞n lu:】
16(7)は狭舌･後舌の短母音､16(イ)は狭舌-後舌の長母音であり､短母音と長母音

の違いについて対にしている｡

2･2･1･17 17血St,Bve 田 vezy,znove lv]

17のは無声･唇歯･摩擦音､17(イ)は有声･唇歯･摩擦音であり､有声音と無声音

の違いについて対にしている｡

2･2･1･18 18.can h] jam lm] lo喝 b]

18のは有声･歯茎･鼻音､18(イ)は有声･両唇･鼻音､18(ウ)は有声･軟口蓋･鼻音で

あり､調音点の違いについて対にしている｡
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2･2･1･19 19.thwe,phme lou】 wh鵬 e h:]

19(7)は二重母音であり､19(J)は狭舌一後舌の短母音であり､二重母音と短母音

の違いについて対にしている｡

2･2･1･20 20血如,fired le:J] cu,PaZk h=i]

20ではrを含む二重母音の違いについてみている｡それぞれの長母音は20の

が中舌の長母音､20〃)が広舌･後舌の長母音であり､調音様式､調音点の2点の

違いの対にしている｡

2.211121 21.deaz･ bAdlair leai]
21ではrを含む二重母音の違いについて対にしている｡

2･211･22 22.pt,lot b】 ∞me,month h】

22のは広舌一後舌の短母音､22(イ)は広･中舌･後舌の短母音であり､調音様式の

違いについて対にしている｡

2.2.2 結果

ここでは2.2.1で行った1年生の例の分析をもとに教科書で扱われる際の順番に
ついての結果をまとめる'こととする｡2.2.1で記した音声指導内容は以下のボック

ス3のような順番で取り上げられている｡

ボックス3

1. 母音 :長母音と短母音の違い

2. 母音 :調音様式の違い

3.母音 :調音点の違い

4. 子音 :つづりが同じで発音が異なる

5. 子音 :無声音､有声音の違い

6. 母音 :つづりが同じで発音が異なる

7. 母音 :二重母音と長母音の違い

8. 子音 :調音様式の違い

9. 子音 :調音点の違い

更にこれを母音と子音別に分けるとボックス4のようになる｡
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母音 子音

1.長母音と短母音の違い 1. つづりが同じで発音が異なる

2.調音様式の違い 2. 無声音､有声音の違い

3.調音点の違い 3. 調音様式の違い

4.つづりが同じで発音が異なる5.二重母音と長母音の違い 4. 調音点の違い

2.3分析

2.3.1分析方法

2.2で分析を行った 1年生の例を用いてここでは分野についての分析を進めて

いく｡分析方法としては対になっている対象の基準についてどのような事象が扱

われているかを更に細かくまとめていくことにする｡

2.3.2結果

以下のボックス5では2.2.1で取り上げた実例の中でどのような事象について

取り上げられているかを更に細かくまとめたものである｡ボックス5は左から母

音 ･子音の違い､各対の内容､実例と順に並べてある｡

ボックス5

1年生 実例

母音の違い 痩.長母音 G⇔i:)(u⇔u:)

調音様式 狭舌⇔狭ヰ舌G⇔e)
調音点 前舌⇔後舌も⇔ee)

二重 .長母音 (ou⇔u:)

綴りが同じ.発音が異なる (e⇔iZ)(o蕗城(示⇒J

子音の違い 調音様式 破裂音⇔摩擦音(V⇔b)転勤音⇔側面接近音吐⇔1)

調音点 両唇音⇔歯茎音(V⇔b)両唇音⇔歯茎音⇔軟口蓋音(n⇔m⇔q)
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有声 .無声 歯音(0,a)

以下､3章では2章で行った1年生の分析同様に2,3年生の教科書を分析した結

果を記し､まとめていくO

乱まとめと考案

3.1 3学年を通した分析結果

3.1.1 順番

ここでは､2章で行った分析を2,3年生の全ての学年分を分析した結果をまと

め､更に図表化したものを記した｡以下のボックス6,7では母音と子音の区別と

学年の区別したものを図表化したものを記してある｡ボックス6,7では縦軸は学

年を表し､横軸は分類内容を表している｡横軸と縦軸の交差した欄に記されてい

る数字は教科書に出てくる順番を表している｡空欄はその学年では取り扱われて

いないことを表す｡ただし､ここで記す順番とは3年間通したものではなく､学

年別の順番である｡

ボックス6

母音 1年生 2年生 3年生

調音様式 2 4

調音点 3 2

二重 .長母音 4 2 1

二重 .短母音 1

長 .短母音 1 3 3

ボックス7

子音 1年生 2年生 3年生

調音様式 1 2

調音点 2 1 1

有声 .無声 3 3
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3.1.2分野

ボックス8から10では3.1.1と同様に3年分の内容について分野別にまとめた

ものを記した｡ボックス8から10では3年間を通して取り上げた実例の中でど

のような事象について取り上げられているかを更に細かくまとめたものである｡

ボックス8から10は左から母音 ･子音の違い､各対の内容､実例と順に並べて

ある｡

ボックス8

1年生

母音の違い 痩.長母音 (iq )(uく⇒u:)

調音様式 狭舌⇔狭ヰ 舌(iOe)

調音点 前舌⇔後舌(ab )

二重 .長母音 (ou⇔u:)

綴りカ可司じ.発音が異なる (e⇔i:)(Qig(cLeA)

子音の違い 調音様式 破裂音⇔摩擦音(vOb)転勤音⇔側面接近音(rQD

調音点 両唇音⇔歯茎音(Ⅴく⇒b)両昏㈱ 軟口蓋軸

有声 .無声 歯音(0.a)

ボックス9

2年生

母音の違い 二重 .短母音 eiく⇒eeiqaouP ∧

二重 .長母音 ou手〉〇:

長 .短母音 L鎖
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子音の違い 調音点 歯茎音⇔軟口蓋音h⇔q)唇歯音⇔声門音触⇒h)歯音⇔歯茎音(8⇔∂接近音⇔側面接近音吐⇔1)
例外 長母音+r (e王メ⇒cui)

ボックス10

3年生

母音の違い 二重 .長母音 ouO9:ei⇔も

調音点 前⇔後舌(缶⇔<)広⇔狭舌h⇔u)

長 .短母音 i:⇔i

調音様式 円唇⇔非円唇し⇔u)

子音の違い 調音点 歯茎昔⇔軟口蓋音(S⇔k)
調音様式 破裂音⇔摩擦音(8⇔k)

有 声 .無声 歯茎音(S⇔Z)破裂音(t⇔d)

例外 長母音セ (e:メ⇒9:I)

3.2考秦

3.2.1指導内容から見られること

3.2.1.1母音と子音の割合

3.1でどのような音声現象が対になって教科書に取り上げられているかを母音

と子音別に記した｡ボックス8,9,10を見ても分かるように母音の発音が取り上げ

られている割合は子音に比べて多くなっている｡付録にある教科書の中で実際に

取り上げられている発音指垂内容を母音と子音別に分けた場合､母音が占める割

合は各学年で以下のボックス10ようになる｡
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1年 59% (全体22個中､母音13個)

2年 57% (全体28個中､母音16個)

3年 50% (全体20個中､母音10個)

全体平均 約55% (全体70個中､母音39個)

ボックス 11からも分かるように3年間の発音指導の中で扱われる内容の多くは

母音が占めていることになる｡また､英語を学習し始める1年生では特に多くの

母音に関わる発音を学習していることが分かる｡子音に比べ､母音は英語を聞く

際､話す際に大きな役割を果たしている｡そのため､教科書では母音に重点を当

てて､単語を選んでいるのだと考えられる｡

3.2.1.2母音の長さの違い

3.2.1.1で教科書では子音よりも母音のほうが多く扱われていることを述べた｡

さらにボックス 8,9,10で母音についてのみ見ていくと母音の中でも長さについ

ての事項が多く扱われていることが分かる｡英語の母音の中で扱われる長さとは

以下の3つがあげられる｡

･短母音

･長母音

･二重母音

特にも短母音と長母音の差については3学年を通して必ず､取り扱われている内

容である｡3.2.1.1であげた子音よりも母音の取り扱いが多いことと更にその中で

も母音の長さについての取り扱いが多いことについては日本語と英語の母音の違

いが大きく関係していると考えられる｡耳で聞いただけのでは日本語母語話者に

同じ発音に聞こえるものが英語母語話者にはまったく異なるものに聞こえること

がある｡英語では長さの違いが意味の違いに大きく関係してくる｡また､綴りと

発音との比較についてもいくつか取り上げられており､視覚と聴覚の両方を用い

て判断をできるようにと指導内容が組まれているように考えられる｡

3.2.1.3子音の扱われ方

3.2.1.1,3.2.1.2と母音について多く述べたが､教科書の中で子音について重要

視されていないわけではない｡子音については取り扱われている事項は少ないが､
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その中で焦点が当てられているものは限られている｡ボックス7からも分かるよ

うに3年間を通して子音の発音指導で扱われるのは調音点の違いである｡3.2.1.2

で述べた ｢日本語と英語の違い｣が大きく関係している点は同様のことと考えら

れる｡日本語と英語では異なる発音方法がとられることが多くある｡調音点に関

してはそれらの違いが顕著に現れると考えられる｡それ~に加え､様式の違いが加

わると日本語母語話者はそれらの違いを判断することが難しい｡そのために､ま

ず､典型的な例を用いて調音点の違いに多く焦点を当てて教科書では取っている｡

終わりに

一言で発音と言ってもその中には様々な場合わけが存在するoその全てを中

学校の授業で取り扱うことは不可能なことである｡限られた時間の中で､いかに

効率的にまた､効果的に学習､習得していくためには教師がどのように手助けを

していけばよいかが今後の課題である｡本稿では､中学校での発音指導が教科上

でどのように扱われているかを把握することを目的として進めてきたが､草だ､

唆味なところが多く､更に調査を進めていく必要がある｡今後は､これらの調査

をもとに実際の授業の現場でどのように音声指導を進めていけばよいのかを実例

を用いて考えていきたい｡
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